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藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（

二
）

1
慶
安
年
間
か
ら

延
宝
三

年
ま
で

勝

又

基 、

慶
安
年
間

（

一

六
四

八
〜
一

六

五
二
）

　
三

十
二

〜
三

十
六

歳

○
慶
安
年
中、

大

鳥
井
信
兼
邸
で

菅
原
道
真
の

真
筆
を

見
て

漢
詩

　
　
を

作
る

。

　
『

北
筑
雑

藁
』

下

妻
郡
水
田

社
の

項
に

よ

る
。

慶
安
年
中、

二

代
久
留
米
藩
主
・

有
馬
頼
利
は

水

田

社
（

筑
後
市
水
田

字
井
手
）

と

太
宰
府
天

満
宮
の

宮
司
を

兼
ね

て

い

た

大

鳥
井
信
兼
の

邸
を

訪
ね

た
。

そ

こ

で

信
兼
は

菅
原
道
真
の

親
翰
二

軸
を

披
露

し

た
。

懶
斎
が

末
席
に

い

て

作
し

た

漢
詩
も

書
き

留
め

ら

れ

て

い

る
。

慶
安一
兀

年
（

［

六
四

八
）

戊
子

　
三

十
二

歳

口
こ

の

年
、

京
都
の

儒
者
・

米
川

操
軒、

山

崎
闇
斎
と

出
会
う

。

藤
井

懶
斎
年
譜
稿
（
二

）

勝
又

　
基

＊

言
語
文
化
学
科

　
講

師

　
日

本
近

世

文

学

　
承
応
元

年
【

懶
斎
朋
友
と

山

崎
闇
斎
と

の

出
会
い
】

の

項
参
照

。

慶
安
二

年
（

一

六

四
九
）

己
丑

　
三

十一一
一

歳

　

口
こ

の

こ

ろ
、

京
都
の

儒
者
・

川
井
正

直
、

山

崎
闇
斎
と

出
会
う

。

　
承
応
元

年
【

懶
斎
朋
友
と

山
崎
闇
斎
と

の

出
会
い
】

の

項
参
照

。

慶
安
三

年
（

一

六
五

〇
）

庚
寅

　
三

十
四

歳

　

口
こ

の

年
、

菊
池
耕
斎

、

久
留
米
藩
を

致
仕
す

る
。

京
都
に

戻
っ

　

　
て

私
塾
を

開
く

。

　
正

保
元

年

の

項

参
照

。

承
応
年
間
（

一

六
五
二

〜
一

六
五

五
）

　
三

十
六

〜
三

十
九

歳

　

△
こ

の

こ

ろ
、

京
都
で

儒
医
林
玄
伯
に

会
う

。

　
『

睡
余
録
』

第
百
七

条
に

「

承

応
中、

余、

玄

伯
に

洛
に

会
ふ
」

（

原
漢
文

。

東
北

大
学
狩
野
文

庫
本
よ

り

引
用。

以

下

同

じ
）

と

あ

る。

　
林
玄
伯
に

つ

い

て

は

同

条
に

「

玄

伯、

姓

林、

諱
一

之、

大
方
庵

と

号

す
」

と

あ

り、

第
三

百
四

十
二

条
に

は

「

林
玄

伯、

雍
州

伏
見

の

人、

久
し

く

東
武
に

客
た

り
」

と

も

あ

る
。

ま

た

島
原
藩
の

儒
医、

吉
田

伯
春
は

こ

の

玄
伯
に

医

学

を

学
ん

だ147
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明

星

大

学
研
究
紀
要

【
日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第

十
六
号
　
二

〇
〇
八

年

ら

し

い

（

『

月

下

記
』
）

。

　
藤
井
懶
斎
著
「

川
井
正

直
行
状
」

（

「

事
実
文
編
』

巻
十
九
）

に

は

「

一

日、

偶
々

林
一

之

玄
伯
と

会
す

。

玄
伯
之
に

告
ぐ

る

に、

痛
飲
を

以
て

身
を

傷
つ

け、

親
を

忘

る

る

の

罪
と

為
す
」

（

原
漢
文
）

と、

川
井
正

直
が

玄
伯
か

ら
痛
飲
は

不

孝
だ

と

教

え

ら

れ

た

記
事
が

見
え

る
。

正

直
は
こ

れ

に

従
い
、

以

来
飲
み

過
ご

す

事
は

無
か

っ

た

と

言

う
Q

承
応
元

年
（

一

六
五
一
一
）

壬

辰

　
三

十
六

歳

△
こ

の

こ

ろ
、

は

じ

め
て

山

崎
闇
斎
を

訪
れ

る
。

　

陽
明
学
に

傾
く

時
期
あ

っ

た
か

。

こ

の

頃
ま

で

に

　
山
崎
闇
斎
か

ら

藤
井
懶
斎
へ

宛
て

た

書
簡
が

四

通
残
さ

れ

て

い

る
。

『

垂
加

文

集
』

巻
之
二

「

答
真
辺

仲
庵

書
」

「

与

仲
庵
書
」 、

『

続
垂
加
文
集
』

巻

中
−

答
真
辺

仲
菴

疑
目
L

「

答
仲
庵
問
［

日
」

が

そ

れ

で

あ

る
。

　
こ

の

う
ち

「

暮
春
日

」

と

日

付
が

な

さ

れ

た

「

答
真
辺

仲
庵
書
」

に

は

次
の

よ

う

な

部
分

が

あ

る
。

　
　
　
二

月

朔
の

書、

上

巳

の

後
五

日

に

至

り

承
る。
「

海
陸
恙
な

く

し

て

還

る
」

　
　
と
。

多
幸
多
幸、

疎
慵
旧
の

如
し

。

遠
念
を

賜
は

ざ

れ
。

年
来、

子、

誤

り

て

　
　
吾

が

名
を

聞
き、

去
冬
駕
を

枉
げ
て

蝸
盧
に

過
る

。

将
に

謂
へ

り、

「

一

た

び

　
　
無
似
を

見

て

望
望

然
と

し

て

之
を

去
ん
」

と
。

而
に

今
却
て

博
識

力

行
考
亭
の

　
　
道
を

任
ず
る

こ

と

を

蒙
る
。

虞
ら

ざ

る

の

誉、

慚
塊
に

勝
へ

ず
。

（
原
漢
文
）

　
懶
斎
が

闇
斎
の

名
を

誤
っ

て

聞
き

、

闇
斎
に

会
う
な

り

立

ち

去

ろ

う

と

し

た
。

そ

し

て

後
に

は

考
亭
の

道、

す
な
わ

ち
朱
子

学
の

道
を

闇
斎
に

任
せ

た、

と

い

う
の

で

あ

る
。

懶
斎
が

何
を

ど

う

誤
っ

て

い

た
の

か

今
ひ

と
つ

判
然
と

し

な
い

が
、

同

書
簡

148

に

「

去
冬
面
論
の

際、

吾

子
其
（

引
用
者
注
…

陽
明
学
）

毒
に

中
る

か

と
疑
ふ

。

今

や

朱
を

尊
び、

陸
を

悪
み、

無
似
を

棄
て

ず、

将
に

与
に

講
習
せ

ん

と

す
」

と

あ

る

の

を

考
え

れ

ば
、

当

時
懶
斎
が

陽
明
学
に

傾
い

て

お

り、

闇
斎
も

陽
明
学
に

理

解
が

あ

る

と

の

予
断
を

持
っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

も

し
こ

の

推
測
が

許
さ

れ

る

の

で

あ
れ

ば、

闇
斎
に

出
会
う

ま

で

の

懶
斎
は、

陽
明
学
に

幾
分
か

理

解
を

示
し

て

い

た

事
に

な

る
。

随
筆
『

睡
余
録
』

等
で

の

発
言

を

見
る

限
り、

懶
斎
の

陽
明
学
に

対
す

る

目

は

大

変
厳
し

い

が、

過

去
に

そ

の

よ

う
な
一

時
期
が

あ
っ

た

と

し

た

ら

興

味
深

い
。

　
ま

た

同

書
簡
に

は

「

頃
ろ

先
生
陸
を

排
す

る
の

言
を

輯
め、

分

て

上

下
両
巻
と

為

し、

題
し

て

『

大

家
商
量
集
』

と

日

ふ
。

偶
々

友
人
取

り

去
る
。

後
便
に

之

を

寄
せ

ん
」

と、

闇
斎
が

先

日

編
ん

だ

『

大

家
商
量
集
』

を

闇
斎
か

ら

懶
斎
へ

送

る

事
を

約

束
し

て

い

る。

は

た

し

て

「、
七

月
二

日
」

の

日

付
を

持
つ

書
簡
「

与
仲
庵
書
」

で

は、

「

『

大
家
商
量
集
』 、

此
の

間
友
人

遠
く

遣
す
こ

と

を

欲
せ

ず。

則
ち

為
に

傭
書
せ

し

め、

即
ち

今
便
風
に

乗

る
」

と

あ

っ

て、

友
入
が

複
写

し

て
一

部
を

郵
送
す
る

事
に

な
っ

た

ら

し

い
。

柴
田

篤
「

中
村
場
斎
」

（

『

日

本
の

思
想
家
十
一
　

中
村
場
斎
・

室

鳩
巣
』

〈

昭

和
五

十
八

年
十
二

月

　
明
徳
出
版
社
〉

所
載。

以

下
「

柴
田

稿
」

と

略

称）

二

十

五

〜
二

十
七

頁
は

こ

の

箇
所
か

ら

書
簡
の

執
筆
年

次
を

承

応
年
間
と

考
証

し

て

い

る
。

本
稿
の

年
次
考
証
は
こ

れ

に

従
っ

た
。

【

懶
斎
朋
友
と

山
崎
闇
斎
と

の

出
会
い
】

　
こ

れ

も

既
に

柴
田

稿
の

考
証
が

備
わ
っ

て

い

る

が
、

山
崎
闇
斎
に

藤
井
懶
斎
が

初

め

て

対
面

し

た

承

応
年
間
あ

た

り

に、

川
井
正

直
、

米
川
操
軒
と
い

っ

た

懶
斎
の

朋

友
た

ち
も

相
次
い

で

闇
斎
と

出
会

っ

て

い

る
。

　
山

崎
闇
斎
は
土

佐
で

南
学
を

学

び、

二

十
五

歳
で

京
都
へ

戻
っ

た

後、

正

保
四

年

（

一

六

四

七
） 、

三

十
歳
に

し

て

排
仏
の

書
『

闢
異
』

を

著
す

。

ま
た

明

暦
元

年
（

一

六

五

五
）

に

は

初
め

て

講
席
を

開
い

た

と

い

う
（

『

家
譜
』
）

。
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米
川

操
軒
に

つ

い

て

は

中
村
場
斎
著
「

米
川
操
軒
先
生

行
状
」

に

「

二

十
二

歳、

山

崎
闇
斎
に

見
て

経
旨
を

講
究
す。

是
よ

り

交
遊

漸
に

広
し

」

（

原
漢
文

。

内
閣
文

庫
本
に

よ

る
）

と

あ

る
。

寛
永
四

年
（

一

六
二

七
）

生
の

操
軒
は

慶
安
元

年
（

一

六

四

八
）

と、

懶
斎
よ

り

四

年
早
く

山
崎
闇
斎
に

出
会
っ

た

事
に

な

る。

　
川
井
正

直
（

延
宝

五

年
十
一

月
六

日

の

項
参
照）

に

つ

い

て

は、
『

事
実
文
編
』

巻
十
九

所
載
の

藤
井
懶
斎
著
「

川
井
正

直
行
状
」

に

「

年
五

十

に

垂
ん

と

し

て
、

始

め

て

学
に

志
し、

業
を

山

崎
敬
義
に

請
ふ
」

と

あ

る
。

仮
に

四

十
九
歳
と

す
れ

ば

慶

安
二

年
（

一

六

四

九
）

と

い

う

事
に

な

る
。

懶
斎
よ

り

三

年
早
い

事
に

な

る
。

　
彼
ら

は

こ

の

二

十
数
年
後
の

延
宝
期
（

一

六

七

三

〜
一

六

八
｝
） 、

京
都
市
中
で

儒
書
講
釈
に

人

気
を

博
す

事
に

な

る

の

で

あ

る
。

【

儒
学
の

師
に

関
す

る

諸
説
】

　
『

国
書
人

名
辞
典
』

な

ど
、

藤
井
懶
斎
の

儒
学
の

師
を

山

崎
闇
斎
と

す

る

説
は

現

在
多
い
。

し
か

し
『

先
哲
叢
談
』

ほ

か、

近

世
前
〜
中
期
の

人

名
録
類
に

は

儒
学
の

師
に

つ

い

て

触
れ

た

も

の

は

見
な

い
。

こ

の

説
を

初
め

て

記

し

た

の

は

『

日

本
道

学

淵
源

録
』

（

天

保
十
三

年
く

一

八

四

二
V

序
）

で

は

な

か

ろ

う

か
。

そ

の

記
述
は

「

初
め

王

学
を

主
と

し
、

玄
蕃
頭
有
馬
侯
に

仕
ふ

。

後
に

帰
正

し、

闇
斎
先
生

に

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
　　
ご

事
す
（

中
略
）

中
村
陽
斎
と

漆
膠
の

交
を

為
す。

遂
に

師
説

に

背
き、

別
に

自
ら
　

家
を

為
す
」

と

い

う
も

の

で

あ

る
。

こ

の

根
拠
と

な
っ

て

い

る

の

が

先
に

見
た

山

崎

闇
斎
書
簡
で

あ

る

事
は

想

像
に

難
く

な

い
。

た

だ

し
、

書
簡

中
に

闇
斎
に

師
事
し

た

と

明
記

さ

れ

て

い

る

訳
で

は

な

く
、

「

考
亭
の

道
を

任
ず
」

「

将
に

与
に

講
習
せ

ん

と

す
」

と

あ

る

程
度
で

あ

る
。

ま

た

山
崎
闇
斎
は

元
和
四

年
生

で

あ
っ

て

藤
井
懶
斎
よ

り
一

歳
年
下

で

も

あ

る
。

懶
斎
と

山
崎
闇
斎
と

の

関
係
を

「

師
事
」

と

断
ず
る

に

は

な

お

傍
証
を

要

し
よ

う。

　
こ

の

ほ

か

大

江

文
城
『

本
邦
儒
学
史
論
攷
』

（

昭

和
十
九
年
七

月

　
全

国
書
房
）

第
八

篇
第
一

章
「

巷

間
鬱
興
の

儒
学
」

に

は、
「

嘗
て

業
を

柏
原
ト
幽
に

受
け

た
」

藤
井

懶
斎
年
譜
稿
（
二

）

勝
又

　
基

と

あ

る。

つ

ま

り

懶
斎
が

人
見
卜
幽
軒
に

儒
学
を

学
ん

だ

と

指
摘
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

ト
幽

軒
は

慶
長

四

年
（

｝

五

九
九
）

生、

寛
文

卜
年
（

一

六

七

〇）

没
、

七

十

二

歳
。

懶
斎
よ

り

十

八

歳
年
ヒ

で

あ

る
。

も

と

京
都
の

人
で

あ

る

が
、

寛
永
五

年

（

一

六
二

八
）

に

初
め

て

江
戸

に

出

て

松
平
定
綱
の

推
挙
に

よ

り

水
戸

藩
に

仕
え、

藩
主

徳
川

光
圀

の

侍
講
に

な
っ

た

と

言
う
。

彼
が

懶
斎
の

師
で

あ
っ

た

と

な

れ

ば

興

味
深
い

が、

こ

れ

を

裏
付
け
る

資
料
を

知
ら

な
い
。

明

暦
二

年
の

項
に

述
べ

る

満
田

懶
斎
と

混
同

し

た

も

の

だ

ろ

う
か

。

　
ま

た、

清
水

浜
臣
著
『

泊
酒
筆
話
』

（

文

化
十
年

全

八

＝
二

〉

成）
「

藤
井
懶
斎

が

読
書
余
吟
」

の

条
は

、

斉
明

紀
の

童
謡
に

関
す

る

解
釈
に

関
し

て
、

懶
斎
が

友
人

で

あ

る

加
藤
宇
万

伎
に

助
言
を

仰
い

だ

と
い

う

逸
話
が

書
き

留
め

ら

れ

て

い

る
。

加

藤
宇
万

伎
は

享
保
六

年
（
一

七
二

一
）

生、

安
永

六

年

（

一

七

七

七）

没
、

五

十
七

歳
で
、

明

ら

か

に

時
代
が

異
な

る
。

『

新
日

本
古
典
文
学
大
系
』

注
釈
（

中
野
三

敏
）

も

指
摘
す

る

通

り

記
憶
違
い

で

あ

ろ

う。

明

暦
元

年
（

一

六
五
五
）

　
乙

未

　
三

十
九
歳

○
こ

の

頃
ま
で

に
、

筑
後
の

清
水

寺

や

北
野
天

満
宮
を

訪
れ

る
。

　
と

も

に

『

北
筑
雑
藁
』

に

よ

る
。

本
吉
山

清
水

寺
は

山
門

郡
瀬
高
町

本
吉
に

在
る

天

台
寺
院

。

こ

こ

へ

は

「

二

十
余
年
の

前、

余
往
て

遊
ぶ
」

と

言
う

。

そ
こ

で

の

感

想
は

「

台
殿
樹
石、

頗
る

洛
東
清
水

寺
に

模
倣
す
る

者
有
り

」

と、

京
都
の

清
水

寺

と
の

影
響
関
係
を

見
出
す

も

の

で

あ
っ

た
。

京
都
に

生

ま

れ

育
っ

た

懶
斎
ら

し
い

感

想
と

言
っ

て

良
い

で

あ

ろ

う。

北
野
天

満
宮
は

三

井
郡
北
野
町

北
野
町

中
に

鎮
座

す

る。

こ

こ

は

先
公、

す
な

わ

ち
二

代
藩
主

忠
頼
の

放
鷹
の

地

が

あ
っ

た

た

め
、

し

ば

し

ば

訪
れ

た

と

い

う
。

そ

し

て

自
作
の

詩
を

記
し

て、

「

此
事、

指
を

屈
す

れ

ば
二149
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明
星

大
学
研
究
紀
要

【

日

本
文
化
学

部
二

三冂
語
文
化
学
科】

第
十
六

号

　
二

〇

〇
八

年

十
年
に

余
れ

り
L

と

述
べ

る
。

　
そ

れ

ぞ

れ、
『

北

筑
雑
藁
』

の

中
村
易
張
跋
が

書
か

れ

た

延
宝

三

年
（

＝
ハ

七

五
）

か

ら
二

十
年
遡

る

と、

こ

の

年
ま

で

の

事
跡
だ

と

い

う

事
に

な
る

。

こ

の

明
暦
元

年

が

次
項
に

記

す

と

お

り
二

代
藩
主
有
馬
忠

頼
の

没
年
で

あ

る

所
か

ら

考
え

れ

ば
、

懶

斎
が

「、
二

十
余
年
の

前
」

「

二

十
年
に

余
れ

り
」

と

い

う
の

は、

忠
頼
の

在
任
時
と

い

う

ぐ

ら

い

の

意
味
で

あ

ろ

う
。

口
三

月
二

十
日

、

久
留
米
藩
二

代
藩
主

有
馬
忠
頼
（

瓊

林
院
）

没
、

　

五

十
三

歳
。

七

月
三

日
、

三

代
目

藩
主

頼
利

、

四

歳
で

襲
封

。

明
暦
二

年
（

一

六
五

六
）

　
丙
申

　
四

十
歳

口
満
田

懶
斎

、

『

菅
家
文
草
』

に

識
語

を

施
す

。

【

満
田

懶
斎
と

の

混

同
】

　
日

本
古
曲ハ
文

学
大

系
『

菅
家
文
草
』

は、

そ

の

底
本
（

川
口

久
雄
氏

蔵
本
）

を

藤

井
懶
斎
旧

蔵
本
と

す

る

が、

誤
り
で

あ

る。

こ

れ

に

つ

い

て

は、

島
本

昌
一

「

池
田

正

式

の

論

　
　
怪
異
小

説
『

あ

や

し

草
』

の

作
者
を

め

ぐ
っ

て
」

（

「

連

歌
俳
諧
研

究
」

五

十
九

　
昭
和
五

十
五

年
七

月
　
俳
文

学
会
）

が、

「

そ

の

跋
文
は

本
書
（

引

用
者
注
…

『

儒
林
詩
草
』

）

に

見
出
さ

れ
、

内
容
的
に

も

満
田

古
文
で

あ

る

こ

と

に

疑
い

は

な

い
」

と
す

で

に

訂
正

し

て

い

る
。

満
田

古
文
に

つ

い

て

は

島

本
稿
に

も

詳

し

い

が、

便
宜

上

『

日

本
古
典
文

学
大
辞
典
』

「

儒
林
詩
草
」

の

項
（

植
谷
元

氏

執

筆
）

か

ら

引
用

し
て

お

く

事
と

す
る
。

　
　
　
満
田

古
文
は、

字
意
林、

通
称
亀
蔵、

号
懶
斎。

天
和
元
年
（
一

六
八
一
）

　
　
頃
没

。

大

和
郡
山

藩
本
多
内
記
政
勝
の

家
臣
で、

林
羅
山
門
の

儒

学
者

。

羅
山

150

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

　

や

し
ぐ

さ

　
　
の

詩
文

集
の

編
纂
等
に

寄
与
し
、

池
田

正

式
著
『

霊
怪
草
』 、

林
宗
甫
著
『

大

　
　
和
名
所
記
』

に

跋
文
を

寄
せ

た
。

　
号、

年
代
な

ど

も
一

致
し

、

川

口

本
『

菅
家
文
草
』

の

旧

蔵
者
が

こ

の

入
物
で

あ

っ

た

事
は

間
違
い

な

い
。

　
ま

た

井
上

敏
幸
氏
の

ご

教
示

に

よ

れ

ば、

広
瀬
本
家
旧

蔵
書
『

靖
節
集
』

（

請
求

番
号
六

／

十
七
。

十
巻
…

冊
。

刊
記
「

寛
文

四

甲
辰

仲
秋
吉
旦

／

武
村
三

郎
兵

衛
刊

行
」
）

裏
見

返

に

は

次
の

よ

う
な
黒

耋
口

が

見
え

る

と

の

事
で

あ

る
。

　
　
右
靖
節
集
四

冊
朱
点
借
懶
斎
先
生
之

本
而

写
之
嘗
聞
倭
訓
者
羅
山

先
生

所
点
也

　
　
而

以

朱
以
朱
分

句
読
者
懶
斎
先
生
之

所
手
筆
也
。

可
謂
両

難
得
者
矣

。

可

秘
之

　
　
　
　
延

宝

四

年
歳
舎
丙
辰

仲
秋
廿
六

夕

渉
筆
於
短
檠
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄

春
松
處

　
つ

ま

り

該
本
は

羅

山

と

懶
斎
の

点
が

施
さ

れ

た

『

陶
靖
節
集
』

を

懶
斎
か

ら

借
り

て

写

し

た

も

の

ら

し
い

。

こ

れ

も

延

宝

四

年
（

∵
ハ

七

六
）

と

い

う
年
代
や

羅
山

と

の

関
係
を

考
え

れ

ば、

満
田

懶
斎
の

事
蹟
と

考
え

て

お

く
べ

き

で

あ

ろ

う
。

万

治
二

年
（

一

六

五

九
）

　
己

亥
　
四

十
三

歳

〇
七

月

六
日

、

長
女
・

信
誕

生
。

　
「

哀
詞
」

（

寛
文

七

年
閏
二

月

十
四

日

の

項
参
照
）

中
に

「

か

れ

が

む

ま
れ

し

は、

よ

う

つ

お

さ

ま

れ

る

二

と

せ

の
、

文
月

の

六

日

な

り

け

り
」

と

あ

る
。

「

よ

う

つ

お

さ

ま

れ

る
」

は

万

治
。

懶
斎
の

第
一

子

で

あ
る

。

〇

九

月
三

日
、

妻
死

去
。
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　「

哀
詞
」

に

「

其
年
の

長
月

三

口

に

な

ん

母
は

う
せ

け

る
」

と

あ

る
。

娘
・

信
が

生

ま

れ

て

約
二

ヶ

月
で

の

出
来
事
で

あ
っ

た
。

の

ち
に

男
子
二

入
を

も

う

け

て

い

る

の

で、

後
妻
を

持
っ

た

ら

し

い
。

万

治
三

年
（

［

六
六
〇
）

　
庚
子

　
四

十

四

歳

〇
三

月
、

久
留
米
藩
有
馬

家
の

系
図
を

調
査
す
る

。

　
『

古
代
日

記

書
抜
』

万

治
三

年
（

一

六

六

〇
）

三

月
の

項
に

「

御
系

図
消
失
二

付、

真
部
仲
庵
へ

為
取
調
申
渡、

別
帳
ユ

有
之
」

と

あ

る
。

【

久

留
米
藩
士

と

し

て

の

文
事
】

　
寛
永
十
九
年
（

一

六

四

二
）

の

項
で

見

た

通
り、

懶
斎
の

久
留
米

藩
に

お

け

る

役

割
は

医
師
で

あ
っ

た
。

し

か

し
こ

の

系
図

調
査
に

代
表
さ

れ

る

よ

う
に

、

文
事
に

関

し

て

も

重
用
さ

れ

る

所
が

あ
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

『

古
代
日

記
書
抜
』

寛
文

十
二

年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
マ

ヱ

（

一

六

七

二
）

七

月

十
三

日

の

項
に

は

「

一
　

瓊
林
院
様
被
仰
付
置

候
景
図
二

霊
源

院
様

、

頼
元

様
事
無
之

候
付、

真
部
仲
庵
へ

御
書
足

被
仰
付
可
然
由
御
意、

御
尤
二

存
候
段
申
上

候
」

と

あ

る
。

瓊
林
院
は

二

代
藩
主
有
馬
忠
頼、

霊
源
院
は

三

代
藩
主

頼
利、

頼
元

は

当

代
（

四

代
）

藩
主

。

つ

ま

り
二

代
藩
主
思
頼
が

真
鍋
忠
庵
（
懶

斎
）

に

命
じ

た

有
馬
家
の

系
図
に
、

三

代
藩
主
頼
利、

当
代
藩
主
頼
元
を

書
き

足
す

よ

う
、

懶
斎
が

改
め

て

命
じ

ら
れ

た

と．
言

う
。

　
『

古
代
日

記
書
抜
』

寛
文
十
二

年
（

一

六

七

二
）

七

月
五

口
の

項
に

は、
「

一
　

高

良

山
記

録、

瓊
林
院
様
御
隠
密
二

被
成
候
物
二

付、

御
人

払
二

而

真
部
仲
庵
へ

御
談

せ

御
聞、

御
封
被
成
預
り

役
人
へ

御
預
可
被
成
由
御
意、

御
尤
之

段
申
上

候
」

と

い

う
記
事
が

あ

る
。

高
良
山

記

録
も

有
馬
家
系
図

と

同
じ

く、

瓊
林
院
（
二

代

藩
主）

忠

頼
が

懶
斎
に

作
ら

せ

た

物
で

あ
っ

た

の

で

あ

ろ

う
。

こ

れ

を

四

代
藩
主

頼
元
の

代

藤

井
懶
斎
年
譜

稿
（

二

）

勝
又

　
基

に

な
っ

て

懶
斎
か

ら

封
を

し

て

提
出
さ

せ

た

と

い

う
よ

う

に

読
め

る
。

詳
細
は

不

明

な

が

ら、

近
世
初
期
久
留
米
藩
に

お

い

て

懶
斎
が

重

用

さ

れ

て

い

た

事
を

示
す
一

例

と

し

て

記
し

て

お

き

た

い
。

　
ま

た

『

月

下
記
』

巻
一

「

吉
田

伯
春
」

に

は
、

学
に

志
し、

語
り

合
う
相
手
を

欲

し

て

い

た

武
富
廉
斎
が

久
留
米
城
下
へ

行

き、

藤
井
懶
斎
の

名
を

知
っ

て

会
お

う

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　マ
　マい

し

た

が
、

「

仲
菴
は

城
中
に

居、

国

法
に

て

容
易

旅
人
に

相
逢
事
叶
は

ず
」

と

断
ら

れ

た

逸

話
が

載
る
。

儒
者
と

し

て

の

懶
斎
と

藩
医
と

し

て

の

役
割
の

重
さ

を

表
す

事

例
と

受
け

取
っ

て

お

く
。

〇
七

月、

『

二

礼
童
覧
』

に

自
序
を

記
す

。

　
該
書
の

詳
細
に

つ

い

て

は

刊
行
さ

れ

た

元

禄
元
年
（

一

六

八

八
）

に

改
め

て

述
べ

る

事
と

し
、

こ

こ

で

は

そ

の

成
立

年
次
に

つ

い

て

の

み

触
れ

て

お

く。

刊
本

の

無
署

名
序
に

「

万
治
三

年
七

月

日
」

と

の

み

あ

る

事
か

ら、

文
章
そ

の

も

の

は

久

留
米

藩

医
時
代
す
で

に

成
立

し

て

い

た

ら
し

い
。

寛
文
七

年
（

一

六

六

七
）

の

項

で

見

る

『

蔵
笥
百

首
』

と

同
じ

く、

久

留
米
藩
医
時
代
に

写

本
と

し

て

完
成

し
、

致
仕
上

京

の

の

ち

に

刊
行
さ

れ

た

書
物
だ

と

い

う
事
に

な
る
。

　
な

お

久

留
米
市
民
図
書
館
蔵
の

写

本
（

請
求
記
号
…

国

／

十

八

／

1
。

樺
島
石
梁

原
蔵
本）

は
、

そ

の

序
に

「

万

治
三

年
七

月

日

／

懶
斎
藤
井
蔵
季
廉
著
述
」

と

署
名

が

見
え

る
。

し
か

し

万
治
三

年
と
い

う
こ

の

時
期
は

懶
斎
号
を

名
乗
る

に

し

て

は

早

す
ぎ
る。

ま

た

該
本
は

識
語
に

「

万
延
元

年
庚
申
季
秋

写

於
学

寮
原
本
松
岡
氏

／
森

浦
樺
島
敬
之
写
［
印凵
し

と

あ

る
。

筆
写

時
期
が

遅
い

事
や

「

著
述
」

と

い

う
書
き

方
が

不

自
然
と

思

わ

れ

る

事
を

考
慮
す

る

と、

こ

の

懶
斎
ロ

ヴ

は

後
年
に

お

け

る

補
記

と

す
べ

き

で

あ

る
。
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明

星

大
学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
言

語

文
化
学
科
】

第
十
六

号
　
二

〇
〇
八

年

寛
文
元

年
（

一

六
六
一
）

辛
丑
　
四

十
五

歳

口
六

月
二

十
八

日
、

父
了

現
没

、

七

十

六

歳
。

　
高
松
真
行
寺
蔵
『

雑
記
』

と

あ
る
。

に

「

寛
文
元

年
丑

年
六

月
二

十
八

日

往
生、

七

十
六
」

△
こ

の

こ

ろ

か

ら

懶
斎、

三

年
の

喪
に

服
す
る

か

　
前
掲
『

月
下

記
』

巻
三

「

藤
井
懶
斎
」

 
に、

懶
斎
が

父
の

没
す

る

に

際
し

て、

三

年
の

喪
に

服
し

た

事
が

記

さ

れ

て

い

る
。

武
富
廉
斎
の

記
し

た

も
の

と

あ

れ

ば、

懶
斎
伝
と

し

て

の

信
憑
性
は

か

な

り

高
い

も
の

と

せ

ざ

る

を

得
ず、

ま

た

記
述
内
容

も

詳
細
で

あ

る
。

し
か

し、

久
留
米
藩
関
係
の

資
料
で

は
こ

の

休
職
に

関
す

る

記

事

を

見
出
す
事
が

で

き

な

か

ワ

た
。

寛

文
六
年
（

一

六
六
六
）

　
丙

午

　
五

十
歳

0
こ

の

こ

ろ

ま
で

に

長
男

・

革
軒
生
ま

れ

る

か
。

　
寛
文

七

年
（

一

六

六

七
）

に

書
か

れ

た

「

哀
詞
」

（

寛
文
七

年
閏
二

月
十
四

日

の

項
参
照
）

に

「

ぴ

と

り

は

お

の

こ

な

れ

ど、

ま

だ

い

と

け

な

し
」

と

あ

る

所
よ

り

逆

算
し

た
。

人
物
に

関
す

る

詳
細
は

元

禄
元

年
【

家
族
く

三
V

長
男
・

革
軒
】

の

項
参

照。

152

寛
文
七

年
（

一

六
六
七
）

丁

未
　
五

十
一

歳

△
こ

の

こ

ろ

ま

で

に

『

蔵
笥
百

首
』

の

原
稿
成
る

か
。

　

詳
細
は

刊
行
さ

れ

た

延
宝

六

年
（

一

六

七

八
）

の

項
に

ゆ
ず

り、

こ

こ

で

は

成
立

年
次
に

つ

い

て

の

み

触
れ

て

お

く。
『

蔵
笥
百

首
』

本
文

の

成
立

時
期
に

つ

い

て、

「

江
戸
時
代
女
性
文
庫
』

六

十
七

巻
「

解
題
一
（

平
成

九
年
五

月

　
大

空
社
　
吉
海
直

人

執
筆
）

は
、

本
文
中
に

万

治
二

年
（

【

六
五

九
）

刊
『

大

和
小

学
』

を

挙
げ
る

所

に

注
目

し、

少

な

く

と

も

こ

れ

以
後
の

成
立

だ

ろ

う

と

し

て

い

る
。

こ

れ

に
一

例
を

加

え

て
、

成
立

年

次
を

さ

ら

に

絞
り

た
い

と

思

う
。

「

哀
詞
」

（

寛
文

七

年
閏
二

月

卜

四

日

の

項
参
照
）

に

は、

娘
の

信
が

和
歌
を

好
ん

で

い

た

の

で

懶
斎
が

「

八

代
集
の

中
よ

り

歌
ぬ

き

と

り

て

私

に

こ

れ

を

註
釈
し
て
」

与
え

た

と

あ

る。

こ

こ

に

書
か

れ

て

い

る

内
容
が

、

後
に

刊
行
さ

れ

た

懶
斎

の

著
書
『

蔵
笥
百

首
』

の

内
容
と
一

致

す

る

の

で

あ

る
。

刊
本
『

蔵
笥
百

首
』

序
文

に

も

「

し

か

る

を

今
し
ゐ

て

な

す

は、

家

に
［

女

児
あ

り

て
、

母

さ
へ

な

し
。

我
い

や
し

け

れ

ば

う
し

ろ

み

そ
の

人
を

え

ず
。

せ

め

て

は

か

 

る

事
を

だ

に

し

を

き

て

と

お

も

ふ

な

る

べ

し
」

と
、

娘
の

た

め
の

著

述

だ

と

い

う

事
が

記
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

ら

か

ら、

本
来
『

蔵
笥
百

首
』

は

娘
の

た

め

に

書
か

れ

た

も

の

で

あ

り、

そ

れ

を
上

京
後
に

刊
行
し

た

の

だ

と

い

う
事
が

分
か

る
。

　

先
述
の

通
り

信
は

万

治
二

年
（
一

六

五

九
）

年
生

で

あ

る
。

よ

っ

て

『

蔵
笥

百

首
』

の

成
立

時
期
は
、

そ

こ

か

ら

信
が

没
す
る

こ

の

寛
文
七

年
（

＝
ハ

六

七
）

ま

で

の

間
と

絞
る

事
が

で

き

る
。
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○

閏
二

月

十
四

日
、

長
女

で

あ

る

信
、

九

歳
に

し

て

疱
瘡
で

死

去
。

　

懶
斎、

追
悼
の

和
文
「

哀
詞
」

を

記
す

。

　
『

石
原
家
記
』

寛
文

十
二

年
（

…

六

七

二
）

の

項
に

問
部
仲
庵
こ

と

懶
斎

述
の

「

哀
詞
」

が

書
き

留
め

ら

れ

て

い

る
。

「

こ

と

し

九
に

な

り

け

る
」

娘
の

信
が
、

「

ひ

の

と

ひ

つ

じ

の

春
」

に

没
し

た

事
を

悼
む
和

文
で

あ

る。

や

や

長
文
に

わ

た

る

が、

ほ

と

ん

ど

紹
介
さ

れ

る

事
の

な

い

文
章
で

あ

る

ゆ

え、

そ

の

全

文
を

掲
載
し

て

お

く
。

句
読
点、

濁
点

、

改
行
等
は

私
に

付
し

た。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久
留
米

御
暇
ノ

後

　

　

　

　

　

哀
詞
　
　
間
部
仲
庵

述

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

藤
井

蘭
斎
ト

改
ル

　

　

　
「

悲
し

み

の

至
て

か

な

し

き

は、

老
て

子

に

お

く

る

 

に

し

く

事
な

し
」

と

　

　

い

へ

る

ふ

る

事
、

お

ほ

か

た

に

き

く
。

「

す
へ

し

ら

ば

身
に

し

ら

ぬ

ま
」

の

心

　

　

な

り

け

り
。

我
い

そ

ち
の

浪
打
こ

へ

て、

只

ふ

た

り
の

子
を

も

た

り
。

ぴ

と

り

　

　

は

お

の

こ

な

れ

ど
、

ま

だ

い

と

け

な

し
。

其
あ

ね

に

て
、

こ

と

し

九
に

成
け
る

　

　

は、

礼
経
の

「

婦
徳
な

り
」

と

い

へ

る

言
葉
に

と

り
て
、

信
と

名
付
て

か

し

づ

　

　

き

愛
せ

し

を
、

お

も

ひ

が

け

ず
う
し
な

ひ

侍
て、

袖
の

う
へ

の

玉

の

く

だ

け
た

　

　

り

け
ん

よ

り

も

あ

さ

ま

し

く、

心

を

お

さ

む

る

道
な
く、

身
を

置
に

所
な

し
。

　

　

つ

と

ふ

さ

が

り

た

る

む

ね

の

う
ち

の

や

る

か

た

な

き

は
、

人
に

か

き

く

づ

し

き

　

　

こ

ゑ

む

も

お

こ

が

ま

し

く、

い

は

で

只
に

も

や

み

が

た

け

れ

ば、

「

せ

め

て

は

　

　

硯
に

む

か

ふ

手
習
に

も

や
」

と
、

涙
お

し

す

り

つ

」

筆
そ

め

侍
る

。

　

　

　
い

で

や

共
人
が

ら

は、

か

た

ち
け

し

う

も

あ

ら

ず、

心

ざ

ま

は、

あ

は
冒

す

　

　

な

を

に

し

て
、

こ

と

に

ふ

れ

て
、

い

と
こ

ち

た

く、

ね

ぢ
け

た

る

お

も

ぴ

な

し
。

　

　

つ

ね

は

ふ

る

き

歌
を

と

な
へ

、

さ

う
し

よ

む

事
を

こ

の

め
れ

ば、

八

代
集
の

中

　

　

よ

り

歌
ぬ

き
と

り

て、

私
に

こ

れ

を

註
釈
し

て

え

さ

す。

又

漢
の

曹
大
家
が

ふ

　

　

み

の

か

ん

な

に

か

き

た

る

な

ど、

日
ご

と

に

も

て

あ
そ

ば
し

む
。

お

り
ぬ

ひ

の

藤
井
懶
斎

年
譜
稿
〔
二）

勝
又

　
基

業
は

ま

だ

な

ら

ふ

べ

き

時
に

も

あ

ら

ね

ば、

た

れ

お

し

ふ

と

は

な

く

て
、

唯
入

ま
ね

の

み

し

け

る

ほ

ど

に
、

い

つ

と

な

く

雛
の

衣
ひ

と

つ

ふ

た
つ
、

み

つ

か

ら

つ

く

り

て

い

で

け

り
。

さ

る

は

二

と

せ

の

ま
へ

な

れ

ば
、

み

な

人
あ

や

し

と
云

あ
へ

る

を、

我
い

ぶ

か

る

心

有
て
、

秋
来
て

も

ま

だ

ひ

と
へ

な

る

衣
の

袖
す
こ

し

引
ほ

こ

ろ

ば

し

て、

「

ま
の

ま
へ

に

こ

れ

ぬ

い

て

よ
」

と

い

へ

ば、

ほ
」

え

み

て
、

は

り

め

し

い

で

」

ぬ

い

ぬ
。

年
た

け

た

る

人

の

わ

ざ

に

も

お

さ

ー
お

と

ら

ず、

手
も

年
の

ほ

ど

よ

り

は

す
 

み

て

見
へ

侍
れ

ど、

み

つ

か

ら

は

「

は

つ

か

し
」

と

お

も

ぴ

て、

か

き

も

ち
ら
さ

ず
。

　

か

れ

が

む
ま

れ

し

は、

よ

う

つ

お

さ

ま

れ

る

二

と

せ

の

文
月

の

六

日

な

り

け

り
。

其
年
の

長

月
三

口

に

な

ん

母

は

う
せ

け
る

を、

す
こ

し

物
の

こ

」

う

し

れ

る

ほ

ど

よ

り、

つ

ね

に

し

た

は

し

う
す
る

も

の

か

ら、

言

葉
に

は

う

ち

も

い

で

ず
、

月

の

末
に

至
る

ご

と

に、
「

今
い

く
つ

ね

て

三

日

に

な

る

ぞ
」

と
、

し

ば

く
人

に

問
て、

さ

う
し

物
う

ち

し

ほ

れ

た

り
。

　

七
つ

に

成
け

る

年
の

有
月
の

三

日

の

日、

人
の

入

来
て

「

い

た

う

お

さ

な

き

ほ

ど

は、

さ

う
し

は

せ

ぬ

事
ぞ
」

と

い

ひ

て

け

れ

ば、

打
な

み

だ

ぐ

み

て

物
を

も

い

わ

ざ

り

し

が
、

後
は

声
も

た

て

 

な

き

け

り
。

か

や

う

の

事
共、

い

は
f

つ

き

め

や
。

親
心

の

お

ろ

か

さ
、

「

よ

う
つ

に

い

み

じ
」

と

よ

ろ
こ

び

て
、

世

に

又

な

き

た

か

ら

な

ど

も

て

る

や

う
に

の

み
お

も

ほ

へ

、

ぴ

る

は

其
た

ち
ゐ

物

こ

し

に

目

を

と

め
、

耳
を

か

た

ぶ

け、
「

よ

る

の

衣
や

ぬ

ぎ

す

ふ

る
」

と
、

お

き
て

見

ぬ

あ

か

つ

き

も

な

か

り

し
。

　

し

か

る

を

今
年
ひ

の

と

ひ

つ

じ

（

引

用
者

注
…

寛
文

七

年

全

六

六

七
〉

）

の

春、

世

の

人
お

ほ

く、

も
が

さ

と

い

ふ

も
の

煩
ふ

と

き
 

て
、

何
と

な

く

心

ば

し

り

せ

ら

る

」

こ

ろ

し

も
、

二

月
の

晦
日

む

ま

の

か

ぴ

き
 

す

ぐ

す
ほ

ど

に、

「

ぐ

し

い

た

し
」

と

て

ふ

し

ぬ
。

「

け
さ
、

ゆ

す

る

（

引
用
者
注
…

洗

髪
）

せ

し

が
、

風
に

あ

た

り

け

る

に

や
」

と

い

へ

ど、

左

に

は

あ

ら

で、

身
も

い

と

あ

つ153
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明
星
大

学
研

究

紀
要
【

日

本
文
化
学

部・
；

n

語
文
化
学

科
】

第
t

六

号

　
一
〇

〇

八

年

く

成
行
ま
」

に、

も

が

さ

お

ほ

く

出
て

け

り。

口

に

そ

ひ、

く

る

し

み

ふ

か

く、

物
く

わ

ず
、

く

す

り

の

し

る

し

露
も

見
へ

で
、

う
つ

し

心

さ

へ

な

く

な

り

に

た

れ

ば、

あ

り

け

る

入
々
、

老
た

る

も

若
も、

こ

は

如
何
す
べ

き、

悲
み

ま

ど

ふ
。

か

ら

う
じ

て、

後
の

き

さ

ら

ぎ

十
日

あ

ま

り

に

な

り

て

け

れ

ば、

め

の

と

を

だ

に

あ

り

と
も

し

ら

ざ

り

し

が
、

我
を

の

み

よ

ば

ふ

こ

ゑ

の
、

あ

る

か

な

き

か

に

き

こ

へ

け
る

を、
「

こ

れ

な

む

ち
＼

ぞ
」

と

て
、

か

き

い

だ

け
ば、

嬉
し

げ

な

る

つ

る

お

も
 

ち、

い

か

な

ら

ん

世
に

忘
る

べ

き

や
。

　

十
四

日
の
、

み

の

時
計
に

身
ま

か

り

ぬ
。

さ

れ

ば

「
悲
し

み

の

至

て

か

な

し

き、

是
に

し

く

あ

ら

じ
」

と

は、

今
そ

よ

く

こ

 

う

み

て

け

る
。

其
日

は

さ

な

が

ら
に

て
、

人
々

名
残
を

お

し

み、

卜
五

日

の

暮
つ

か

た

に

な

ん、

襲
斂
は

し

け

り。

常
に

愛
し

て

も

て

あ

そ

び

し
物
ど

も、

お

の

く
取
い

で

」
、

ひ

つ

ぎ

の

内
に

い

る
。

我
注
釈
し
て

え

さ

せ

し

歌
の
一

巻
も、
「

此
事
な

ん、

な

や

み

あ

つ

び

た

ま

ぴ

て

も、

猶
の

た

ま

ぴ
い

で

し

を
｝

と

て

入

ぬ
。

　

く

も

り

も

は

て

ぬ

お

ぼ

ろ

月

夜
の
、

す
こ

し

打
ふ

く

ま
ほ

ど

に、

ひ

つ

ぎ
や

り

出
せ

は
、

人
々

又

声
た

か

く

さ

け
べ

る

中
に、

あ

そ

び

が

た

き

の

め
の

わ

ら

は

の
、

十
に

な

り

け

る

が、

め

の

と
」

ひ

と

し

く

た

ふ

れ
、

ふ

し

な

き

し

づ

め

る

を

み

る

に
、

人
に

も

な

さ

け

は

ふ

か

」

り
つ

る

も

の

ぞ
。

今
五

と

せ

六

と
せ

も

す
ぎ

ば
、

い

か

な

ら

ん

人
に

も

見
せ

て
、

む

ま
ご

ま

ふ

け

て

見

む

ま

で

の
、

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ
マ

マリ

我

よ

は

ひ

こ

そ

あ

や

ま

れ
つ

れ
。

た
f

今
か

」

る

う
き

め

見
ん

と

は

お

も

ひ

き

や
。

「

よ

き
こ

と

つ

ま

ぬ

家
に

は、

わ

ざ

わ

ひ

は

お

ほ

し
」

と
い

へ

る
、

ぴ

じ

り

の

い

ま
し

め

を
つ

」

し

み

お

も

ふ

に、

い

と

か

う、

ひ

が

ぐ
し

き

父

も
た

る

ゆ
へ

に
、

こ

の

人

は

う

せ

け

る

な
ら

し
。

か

れ

が

つ

み

な

き

を

こ

ろ

し

て
、

こ

れ

が

む
と

く

の

む

く

ひ

を

し

め

せ

り
。

お

そ

る
べ

し
。

は

つ

べ

し
。

か

な
し

き

か

な
。

お

も

ひ

つ

f

く

れ

ば、

む
ね

い

た

く、

み

だ

り

ご
」

ち、

か

き

く

ら

せ

ば
、

い

は

ま

ほ

し

き

事
ど

も、

み

な

も

ら

す
。

う
た

は

亡

者
の

こ

の

み

つ

れ
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ば、

お

り

く
口

に

う
か

ぶ

ま
 

に
、

ひ

と
つ

づ

」

書
付
て
、

霊
座
の

か

た

は

　

　

ら

に

さ

し

お

く。

其
こ

し

お

れ

歌、

　

　

　

あ

だ

な

り

と

う

ら

み

な

ら

び

し

花
に

さ

へ

　

　

　

　

　

先

だ
つ

人
の

春
ぞ

か

な

し

き

　

　

　

か

く

ば

か

り

浅
き

え

に

し

を

い

か

に

し

て

　

　

　

　

　

お

や

と

こ

の

世
に

む

す
ぼ

 

れ

け

ん

　

　

　

十
に

だ

に

み

た

で

先
だ
つ

か

な

し

さ

は

　

　

　

　

　

わ

が

身
ぴ

と
つ

ぞ

お

き

ど

こ

ろ

な

き

　

　

　

残
る

身
は

人
も

と

ひ

け

り

埋

も

れ

し

　

　

　

　

　

草
場
の

か

げ

よ

い

か

に

さ

び

し

き

　

　

　

涙
川

せ

け

ど

よ

ど

ま

ず
み

し

さ

ら

ば

　

　

　

　

　

身
を

な

く

ば
か

り

淵

と

な

ら

な

む

娘
を

喪
っ

た

懶
斎
の

痛
切

な

悲
し

み

が

伝
わ

る

和
文
で

あ

る

が、

伝
記
に

関
し

て

も

多
く
の

情
報
を

も

た

ら

し
て

く

れ

る

資
料
で

あ

る。

娘
の

生
没
年
な

ど

年

次
の

判
明

す
る

事
柄
に

つ

い

て

は

そ

れ

ぞ

れ
の

年
に

配
し

た

の

で

参
照
さ

れ

た

い
。

　

懶
斎
が

こ

の

娘
の

た

め
に

『

蔵
笥
百
首
』

を

編
ん

で

与
え

た

事
は

前
項

で

述
べ

た

が、

こ

れ

に

続
け
て

「

又

漢
の

曹冖
大
家
が

ふ

み

の

か

ん

な

に

か

き

た

る

な

ど、

日
ご

と

に

も

て

あ

そ

ば

し

む
」

と

あ

る。

こ

れ

は

『

仮
名
列
女
伝
』

（

明

暦
元

年
〈

一

六

五

五
〉

刊
）

の

事
で

あ

ろ

う
。

【

久
留
米
藩
に

お

け
る

和
歌
指
導
】

　

右
に

見
た

「

哀
詞
」

と

『

蔵
笥
百

首
』

の

他
に

も、

懶
斎
は

久
留
米
時
代
に

和
歌

を

作
っ

て

お

り、

そ

れ

ら

は

『

北
筑
雑
藁
』

『

再
往
日

記
」

等
に

収
め

ら

れ

る
。

こ

の

事
自
体
は

奇
と

す

る

に

足

り

な

い

が
、

興

味
深
い

の

は
、

懶
斎
が

久
留
米
藩
で

和

歌
を

教
え

て

い

た

と

い

う
言
及
が

存
す

る

事
で

あ

る
。

『

久

留
米
市
史
』

（

昭

和
五

十

七

年
十
一

月
　
久
留
米
市
）

第
七

章
第
四

節
「

文
芸
と

美
術
工

芸
の

振
興
」

は、

寂
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源
と

の

交
流
に

触
れ

て
、

「

両

者
と

も

に

京
都
の

人

で
、

漢
詩
・

和
歌
の

道

を

同
じ

く

し

て

い

た
の

で、

両
者
の

間
に

交
友
が

あ

り、

こ

の

両

人

に

よ

り

久

留
米
の

歌
道

は

啓
発
さ

れ

た
」

と

す
る

他
、

一

歌
道
は、

二

代
藩
主
忠
頼
に

招
聘
さ

れ

た

真
部
仲

庵
が、

国

文
・

和
歌
を

藩
士

に

教
え

た

の

に

始
ま
る
。

米
藩
最
初
の

女

流
歌
人、

西

以
三

の

女
駒
子

は、

仲
庵

の

感
化
を

受
け

た

と

言

わ

れ

て

い

る
L

と

記

し

て

い

る
。

○

秋、

友
人
と
日

向
神
峡
に

て

詩
を

賦
す

。

　
懶
斎
著
の

地
誌
『

北

筑
雑
藁
』

目

向
神
の

項

に

「

寛
文
丁

未
の

秋、

余
友
人
と

往

て

観
る
」

と

あ

る
。

日

向
神
は

福
岡
県
八

女

郡

矢
部
村
に

あ

る

矢
部
川

の

渓
谷

。

景

勝
地

で

あ

る
。

寛
文
八
年
（

一

六

六
八
）

　
戊
申

　
五

十
二

歳

0
こ

の

こ

ろ
、

久
留
米
藩
御
近

習
抱
え

と

な
る

。

『

米
府
年
表
』

寛
文

八

年
（

一

六
六

八
）

の

項
に

左

の

記
事
あ

り。

　

　
一
、

公

の

御
代
小

性
組
と

申
名
無
之

。

御
近
習

と

唱
へ

中
候

。

　

　
　
　
人
程
有

之。
一

同

眞
部
仲
庵
御
抱
に

相
成
居
候

。

こ

れ

も

万

治
元
年

【

久

留
米
藩
士

と

し

て

の

文
事
】

の

項
で

見
た、

け

る

医

学
に

留
ま

ら

な
い

活
動
の

一

つ

で

あ

る。

児
小
性
凡
四

十

久
留
米
藩
に

お

口
六

月
二

十
四

日
、

久
留
米

藩
三

代

藩
主
有
馬

頼
利
（

霊
源
院
）

　

没
、

十
七

歳
。

八

月
、

四

代
藩
主

頼
元

（

慈
源
院
）

襲
封

。

藤
井
懶
斎
年

譜
稿
（

二

）

勝
又

　
基

〇
七

月
二

十
五

日
、

江

戸
へ

発
つ

。

　
「

古
代
口

記
書
抜
』

こ

の

H
の

項
に

と

あ

る
。

詳
細
不

明。

一

内
記
殿
・

真
部
仲
菴、

今

日

江
戸
へ

出
足
L

寛
文
九
年
（

一

六

六

九
）

　
己

酉
　
五

十
三

歳

〇
五

月
一

日
、

寂
源、

高
良
山

第
五

十
世
座
主
と

な
る

た

め

筑
後

　
へ

入

る
。

そ

の

さ

い

書
家
・

松
井
半
平
を

連
れ

、

懶
斎
と

面
会

　

す
る

。

【

寂
源
と

の

交
流
】

　
寂
源
は

寛
永

七

年
（

一

六
三

〇
）

生、

山
城
国

上

賀
茂
の

祠
官
で

大

師
流
の

能
書

家
・

藤
木
敦
直
の

四

男
。

出
家
し

て

比

叡
山
に

入

り、

四

卜
歳
に

し

て

高
良

山
座

主

と

な
っ

た
。

彼
の

生
い

立

ち

と

高
良
山

と

の

関
係、

さ

ら

に

僧
と

し

て

書
家
と

し

て

の

活
躍
な

ど

は
、

井
上

敏
幸
「

『

高

良
山

卜

景
詩
歌
』

の

反

響
」

〔

「

雅
俗
」

第
三

号

〈

平

成
八

年
一

月
　
雅
俗
の

会
〉

所
載
）

に

大

変
詳
し

い

の

で

参
照
さ

れ

た

い
。

　
井
土

稿
の

中
で

と

く

に

興

味
深
い

の

は

『

高
良
山

十
景

詩
』

の

成
立

に

藤
井
懶
斎

が

深
く

関
与
し

て

い

た

事
が

明
ら
か

に

な
っ

た

点
で

あ

る
。

懶
斎
著
の

地

誌
「

北

筑

雑

藁
』

は、

『

高
良

山

十
景

詩
』

に

つ

い

て

「

今
の

座

主

法

印

寂
源
は

其
最
も

好

き

者
。

十

境
を

択
ぴ
、

定
め

て

高
良
山
卜

名
所
と

為
す
」

（

原
漢
文
）

と、

寂
源
の

功

績
と

す
る

の

み

で

あ

る

が、

寂
源
自
身

は

『

高
良
山
座
主

旧

記
之

抜
書
』

（
高
良
山

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
そ

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

ヘ
マ

ご
　
　
　

　

　
　
　
　

　
た　

蔵
）

に

「

右
十
景
之

詩
歌
は、

厥
の

初
め

、

藤
嬾
斉
予
が

山
扉
を

款
く

。

目

々

相
倶

に

丘

壑

の

間
を

遊
歴

し
、

十

奇
勝
を

択
び、

十

名
所
と

為
し

、

好
士
を

し

て

伝
へ

て

吟
詠
せ

し

む
」

（

原

漢
文
）

と、

こ

の

選
定
を

懶
斎
と

寂
源
と

の

共
同

作
業
と

し

て155
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
十

六

号

　
二

〇
〇

八

年

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

期
の

久
留
米
藩
に

お

け

る

数
少
な
い

文
学
者
同

士
と

し

て、

懶
斎
と

寂
源
と

の

交
流
は

知
ら

れ

て

い

る

以

⊥

に

深
か
っ

た

と

考
え

て

良
い

で

あ

ろ

｝
つ
Q

　
本
稿
で

は
、

こ

の

寂
源
と

懶
斎
と

を

結
び

つ

け

る

資
料
を
｝

点
加
え

た

い

と

思

う
。

『

古
代
日

記

書
抜
』

寛
文
九
年
（

一

六

六

九
）

五

月
一

日

の

項
は

次
の

よ

う
に

伝
え

る
。　

一
、

稲
葉
美
濃
守
殿
（
引
用
者
注
…

小
田

原
藩
二

代
藩
主
・

稲
葉
正

則
）

御
家
来

　
　
松
井
半
平
と

申
者

、

病
気
為
養
生

高
良
山
座
主
へ

同
道、

爰
元
へ

罷
越

、

真
部

　
　
仲
菴
へ

逢

候
由。

御
家
老
中
へ

懸

御
目

度
旨
申
候
段、

仲
菴
申
出

候
付

、

城
内

　
　
二

而

は

逢

難
候
間

、

壱

岐
（
引
用

者
注
…

有
馬
正

盛
）

同
道

、

仲
菴
方
へ

罷
越

　
　
令
面

会
候

寂
源
の

入

山

に

際
し、

小
田

原
藩
の

家
来
で

あ

る

松
井
半
平
が

病
気
療
養
の

た

め

に

や
っ

て

来
て
、

懶
斎
に

面

会

し

た
。

御
家
老
中
へ

引
き

合
わ

せ

た

い

と

懶
斎
か

ら
の

申
し

出
が

あ

っ

た

が、

城
内

で

は

会
い

が

た
い

の

で

懶
斎
の

家
で

面
会

し

た

と

言
う

の

で

あ

る
。

　
松
井
半
平
に

つ

い

て

は
、

小

笹
喜
三

著
兼
発
行
『

書
道
大

師
流
綜
考
』

（

昭

和
十

六

年
刊
）

所
載
「

家
蔵
大
師
流
書
家
遺
墨

目

録
」

「

松
井
道
輔
」

の

項
に

次
の

記
事

が

あ

る

（
引
用

は

『

日

本
人

物
情
報
大

系
』

第
七

十

巻
く

平
成

十
三

年

　
皓
星
社
V

に

拠
っ

た
）

。

　
　
大
和
の

産、

通

称
半
平、

号
拙
斎、

小
田

原
藩
主
稲
葉
正

則
の

侍

臣
な

り、

壮

　
　
時

、

君
命
を

以

て

専
ら

道
芳
に

就
て

書
を

学
び、
（

温

故
会

田

辺
密
蔵
氏
調
云

、

　
　
半
平、

明
暦
二

年
三

月

十
九
歳、

御
小
姓
被
召

出、

同
三

年
九
月

御
給
仕
役
御

　
　
免
手

跡
修
行
可
致
旨
被
仰
付、

御
屋

敷
内
に

而

難
成
修
行
候
は

 

町

家
に

而
成

　
　
共
勝
手
次
第
云

々
、

編
者
按、

道
輔
世
に

寂
源
の

弟
子
と

な

す
多

し、

此
年
寂

　
　
源
二

十
七

歳
に

し

て
、

東
叡
山

に

在
り

修
学
中
な

り
）

兼
ね

て

儒

宗
林
氏
の

門
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に

出
入

す、

の

ち

寂
源
よ

り

唯
一

人
の

道
統
を

承

く、

元

禄
五

年
十
二

月

十
八

　
　
日

死、

享
年
五

十
五

つ

ま

り

半
平

は

寂
源
の

書
道
の

高
弟
で

あ
っ

た。

寂
源
の

高
良
山

入

山

が、

仏
教
の

み

な

ら

ず
書
道
に

お

い

て

も

久
留
米
藩
に

新
風

を

吹
き

込

ん

だ

と

い

う

事
に

な

ろ

う

か
。

　
な

お
、

『

北
筑
雑
藁
』

に

は

筑
後
坂
東
寺
の

僧
良
伯
に

つ

い

て

「

余、

方
外
の

交

を

執
る

こ

と、

殆
ど
二

十
有
余
年。

唱
和

絶
ゆ

る

無
し

」

と

記

し

て

い

る
。

久

留
米

時
代
に

は

す

で

に

批
判
的
な

発

言
を

始
め

て

い

た

懶
斎
だ

が
、

寂
源
の

ほ

か

に

も

数

名
の

僧
と

は

詩
文
を

通

じ

た

交
流
を

行
っ

て

い

た

よ

う

で

あ

る。

寛
文
十
二

年
（

一

六

七
二
）

　
壬

子

五

十
六

歳

△
こ

の

頃、

竹
富
廉
斎
と

出
会
う
か

。

【

竹
富
廉
斎
と

の

交
流
】

　
武
富
廉
斎
に

つ

い

て

は

井
ヒ

敏
幸
「

竹
富
廉
斎
と

『

月
下
記
』

」

（

「

中
村
幸
彦
著

述
集
」

月

報
三

〈

昭

和
五

十
七

年
八

月
　
中
央
公

論
社
〉

）

お

よ

び

同

『

佐
賀
の

文

学
』

第
四

章
（

一
）

の

2
「

元

禄
の

俗
文

芸
」

（

昭

和
六

十
二

年
一

月

　
新
郷
土

刊

行
協
会
）

に

大

変
詳
し
い

。

廉
斎
は

懶
斎
と

同

時
代
を

生

き

た

隣
国

佐
賀
藩
の

儒
者

で

あ

り、

懶
斎
自
身
も

『

睡

余
録
』

で

そ

の

行
状
を

記

し

て

い

る
。

　
廉
斎
と

懶
斎
と

が

久
留
米
で

交
わ
っ

た

期
間
に

つ

い

て

井
上

稿
は

「

寛
文
十
二

年

以

降
の

わ

ず
か

の

期
間
で

あ
っ

た

ら
し
い

」

と

し

て

い

る
。

懶
斎
は

延

宝

二

年
（

一

六

七

四
）

七

月

に

久

留
米
を

離
れ

て

い

る

の

で

下

限

は

明
ら

か

だ

が
、

両
者
の

出
会

い

の

時
期
に

関
す

る

明
確
な

資
料
は

未
見

で

あ

る
。

井
上

稿
が

寛
文
十
二

年
（

一

六

七
二
）

か

ら

と

す

る

の

も、

筑
後
の

記
録
『

石

原
家
記
』

の

寛
文
十
二

年
の

条
に

武
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富
廉
斎
に

関
す

る

記
事
が

記

さ

れ

て

い

る

事
に

よ

る

も

の

で

あ

り、

今
後
の

資
料
出

現
に

よ
っ

て、

さ

ら

に

遡
り

う

る

可
能
性
も

あ

る
。

　
さ

て

両

者
の

久

留
米
に

お

け

る
つ

な

が

り

は、

先
述
の

『

月
下

記
』

 
に

「

余
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ヒ　
ヨ

リ

筑
州
は

近
隣
の

国
ゆ
へ

、

其
名
を

聞

て

訪
寄、

折
節
は

経
義
を

正

し、

持
敬
究
理

の

事、

葬
祭
の

礼
を

も

問
商
量
り

侍
る

」

と

あ

る

よ

う
に
、

時
折
懶
斎
宅
を

訪
ね

て

学

問
に

つ

い

て

問
い

た

だ

す
と
い

う
よ

う
な

物
で

あ
っ

た

ら

し
い

。

ま

た

懶
斎
が

京
都

へ

戻
っ

た

後
も

交
流
が

あ
っ

た

よ

う

で

あ

る

（

貞
享
三

年
の

項
参
照
）

。

〇
七

月

五

日
、

二

代
藩
主
忠
頼
の

命
で

作
成
し

た

高
良
山
記
録
を

　

当

代
藩
主
へ

預
け
る

か
。

万

治
三

年
（

一

六
六

〇
）

【

久
留
米
藩
士
と

し

て

の

文

事
】

の

項
参
照

。

〇
七

月

十
三

日
、

有
馬
家
系
図
に

三

代
藩
主

頼
利
・

四

代
藩
主

頼

　

元
を

書
き

足

す
。

万

治

三

年
（

一

六

六

〇
）

【

久
留
米
藩
十

と
し

て

の

文
事
】

の

項
参
照

。

延

宝一
兀

年
（

「

六
七
三
）

　
癸
丑

　
五

十
七

歳

〇
三

月
、

久
留
米
藩
致
仕
を

願
い

出
る

。

　
『

北
筑
雑
藁
』

中
村
易
張
跋
に、
「

延

宝

癸
丑

の

春
先、

先
生

病
を

以
て

致
仕
し、

且

つ

骸
骨
を

乞
ふ
」

（

原
漢
文
）

と

あ

る
。

「

骸
骨
を

乞
ふ
」

は

致
仕
を

願
い

出

る

こ

と
。

藤
井
懶
斎
年

譜
稿
〔
二）

勝
又

　
基

【

久
留
米
藩
致
仕
の

理

由
】

　

懶
斎
の

致
仕
の

理
由
に

つ

い

て

は、

誤
診
を

悔
い

た

か

ら

と

い

う

説
が

近

世
す

で

に

流
布
し

て

い

た
。

所
見

で

は

雨

森
芳
洲

『

橘
窓
茶
話
』

（

延
亨
四

年
〈

一

七

四

七
〉

翠
巌
承
竪
序

。

天

明
六

年

企

七

八

六
V

刊
）

に、
「

藤
懶
斎
医

を

以

て

久
留
米
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

り

ぞ

き

に

仕
へ

、

一

日

薬
餌
を

誤

用
し、

官
に

告
て

自
ら

黜
て

終
身
隠
居
す。

君
子

な

る

か

な
」

（

原
漢
文
）

と

あ

る

の

が

早
い

。

こ

れ

は

『

諸
家
人
物
誌
』

（

寛
政
四

年
〈

一

七

九
二
〉

刊
） 、
『

先

哲
叢
談
』

に

も

採
ら

れ

て

い

る
。

　
し

か

し

懶
斎
著
『

北
筑
雑
藁
』

で

は
、

先
に

見

た

中
村
易
張
跋
だ

け

で

な

く、

自

ら

も

「

将
に

病
を

以

て

帰
老
せ

ん

と

す
」

と

し

て

い

る
。

ま

た

久
留
米
藩
の

記

録
に

徴
し

て

も、
『

古
代
日

記
書
抜
』

寛
文
十
三

年
（

一

六

七

三
）

正

月

十
五

日

の

項
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

らべ

「、
一
、

真
部
仲
菴
連
々

病
気、

仮
も

幼
少
二

付、

無
拠、

御
暇
相
願
候
由、

書
付
差

出
」

と

し
、

『

石
原
家
記
』

延

宝
二

年
の

項
に

「

○
真
部
仲
庵

老
頼
二

付
而

御
暇
被

下、

京
都
二

被
参
候
ト

云
」

と

す
る。

懶
斎
の

致
仕
の

理

由
は、

少
な

く
と

も

表
向

き

に

は

病
気
・

高
齢
で

あ
っ

た

と

考
え

て

お

く
べ

き

で

あ

ろ

う
。

　
ま

た

『

月

下

記
』

 
は、
「

医
は

小

道
な

り
」

と

し

て、

医

学
を

捨
て

て

隠
逸
と

聖

人
の

道

を

楽
し

も

う
と

す
る

決
意
が

記
さ

れ

て

い

る
。

た

し

か

に

致
仕
以

後
の

懶

斎
は

医
学
を

捨
て、

も

と

は

余
技
で

あ
っ

た

儒
学
へ

と

専
念
し

て

ゆ

く

事
に

な

る
。

病
気
と
い

う

表
向
き

の

理

由

と

は

別
に、

こ

の

よ

う
な

意
志
が

本
人
に

あ
っ

た

事
は

認

め
て

良

い

で

あ

ろ

う
。

　
な

お

坂

本
辰

之
助
『

有
馬
義
源
公
』

（

明
治
四

十
一

年
　
東
京
郵
便
通
信
社
）

附

録
「

久
留
米
教
育
小
史
」

は、

薬
を

誤
用
し

た

説
の

後
に

「

或

は

云

ふ

国
老
と

議
論

合
は

ず
し

て

去
れ

り

と
」

と

記

し

て

い

る

が、

こ

れ

に

つ

い

て

書
か

れ

た

近
世
の

記

事
を

知
ら

な

い
。
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明

星

大
学
研
究
紀

要
【

目

本
文
化
学
部
・
言

語

文
化
学
科
】

第

十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

口
十
一

月
、

中
村
場
斎

著
『

比

売
鑑
』

成
る

。

こ

の

後
も

断
続
的

　

に

増
補
を

続
け
、

榻
斎
没
後
に

刊
行
さ

れ

る
。

　
該
書
の

成

立

は

寛
文
元

年
（

一

六

六
一
）

と

さ

れ

て

来
た

。

し

か

し

拙
稿
「

『

比

売
鑑
』

の

写
本
と

刊
本
」

（

「

近

世

文

芸
」

第
七

十
号
く

平

成
十
　

年
七

月

　
日

本
近

世
文
学
会
V

所
載
）

で

も

記
し

た

通

り、

そ
の

自
序
の

年
記
「

ゆ

た

け

き

ふ

み

と

い

ふ

年
の

あ

ら

た

ま

る

年
の

し

も

つ

き
」

を

寛
文

が

次
の

年
号
へ

改

ま
っ

た

年、

す
な

わ

ち

延
宝
元
年
（

＝
ハ

七
二
）

と

考
え

る

の

が

正

し

い
。

該
書
の

写
本

は

い

く
つ

か

残
っ

て

い

る

が
、

そ

れ

を

比
較
検
討
す

る

と

断
続
的
に

増
補
を

続
け

て

い

た

事
が

分

か

る
。

そ

の

過
程
で

貞
享
四

年
（

一

六

八

七
）

五

月

に

刊
行
さ

れ

た

藤

井
懶
斎
『

仮

名
本
朝
孝
子

伝
』

の

内

か

ら、

孝
女
を

描
い

た

数
章
を

取
り

込

ん

で

い

る
。

延

宝
二

年
（

一

六

七
四
）

甲
寅
　
五

十
八

歳

○

秋
、

久
留
米
よ

り

京
都
へ

帰
る

。

京
都
永
昌
坊
あ

た

り

に

住
ん

　

だ

か
。

長

岡

恭
斎
・

沢
田

氏
・

森
口

氏

ら
を

招
く

。

　
『

北
筑
雑
藁
』

中
村
易
張
跋
に

「

甲
寅
の

秋、

佳
恵
を

承
け

京
師
に

帰
休
す
」

（

原

漢
文）

と

あ

る
。

致
仕
を

願
い

出
て

か

ら

実
際
に

久
留
米
を

離
れ

て

京
へ

帰
る

ま

で

の

余
裕
は
一

年
半
ほ

ど

あ
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

【

居
所
〈

一
〉

永
昌
坊
寓
居
期
】

　
『

扶
桑
名
賢
文

集
』

（

元
禄
十
一

年
〈

一

六

九
八
〉

刊
）

巻
五

に
、

長
岡

恭
斎
か

ら

藤
井
懶
斎
へ

宛
て

た

書
簡
「

謝
懶
斎
藤
徴
君
書
」

が

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

考
証
は

後

述
す

る

た

め

省
く

が
、

元
禄
八

年
（

＝
ハ

九
五
）

に

書
か

れ

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の

中
に

次
の

よ

う
な

文
章
が

あ

る
。
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粤
に

往
時
を

追
観
す

る

に、

叟、

洛
下

永
昌
坊
の

側
に

寓
居
せ

る

の

日、

真
率

　
　
の

佳
会
憑
て、

僕
も

亦
席
に

陪
す

。

黙
し

て

指
を

屈
す

れ

ば
、

凡

そ

十

又
五

蛍

　
　
を

歴

た

り

（

原
漢
文
）

つ

ま

り

懶
斎
が

「

十
五

蛍
」

す
な

わ

ち
十
五

年
前、
「

永
昌
坊
」

あ

た

り

に

住
ん

で

い

た

と

い

う
の

で

あ

る
。

永
昌

坊
は

二

坊
巨

條
拡

勍

姻

蠑
噸

嚥

細
齣
醵
雄
嗹

　
二

坊

猷

融

隠
勘

　
三

坊
顛
嗣
臓
遺

り

　
四

坊
棘

棚

銑
愈

り

　
凡

て

六

十
四

町

を

永
昌

坊
と
い

ふ
L

（

『

京
の

水
』
）

。

　
元
禄
八

年
か

ら

十
五

年

前
と

い

え

ば

ち
ょ

う
ど
こ

の
、

久

留
米
藩
を

致
仕
し

て

京

都
へ

戻
っ

た

頃
に

あ

た

る
。

長

岡
恭
斎
が

「

寓
居
」

と

言

う

の

は、

京
都
へ

戻
っ

て

本
居
を

定

め
る

ま

で

の

仮
住
ま

い

と

い

う

事
で

あ

ろ

う
か
。

【

京
都
で

の

佳
会
】

　
長
岡

恭
斎
か

ら

の

書
簡
は、

「

真
率
の

佳
会
」

が

あ
ワ

た

事
を

記
し、

続
け

て

一

沢
田
・

森
口

の

両
老

も

偕
に

黄
泉
の

客
た

り
L

と

言
う

。

長

岡

恭
斎
の

他
に、

当

時
沢
田
・

森
口

氏
の

両

名

も

そ

の

会

に

列
し

て

お

り、

書
簡
が

書
か

れ

た

元
禄
八

年

の

時
点
で

は、

す
で

に

没
し

て

い

る

と

言

う
。

　
長
岡

恭
斎
は

京
都
の

儒
医

。

圭
斎、

丹

堂、

生

白、

同

寅、

赤
県
逸
士、

豹
蔵
門

な

ど

と

も

号
し

た
。

父

は

『

扶
桑
名

賢
文
集
』

に

松
永
昌

三

「

謝
長
岡

意
丹
大

醫

生
」

が

載
る

儒
医
・

長
岡

意
丹

。

『

文

翰
雑
編
』

に

漢
詩
が

載
る

ほ

か
、

宮
川
一

翠

子

ら

と

の

和
漢
連
句
も

多
い

。

拙
稿
「

宮
川
一

翠

子

覚
え

書
」

（

「

語
文
研
究
」

第
八

十
…

号
〈

平

成

八

年
六

月

　
九

州
大

学
国

語
国

文
学
会
〉

所
載
）

参
照。

　
沢

田

と

は

京

儒
で

の

ち
加
賀
藩
に

抱
え

ら

れ

た

沢
田

訥
斎
（

宗
堅
）

の

事
か

と

考

え

た

が、

彼
は

宝

永

四

年
（

一

七

〇
七
）

八

十
四

歳
ま

で

生

き

た

（

『

訥
斎
集
』）

の

で、

元

禄
八

年
時
点

で

ま

だ

亡

く

な
っ

て

お

ら

ず
合
わ

な

い
。

『

睡
余
録
』

七

十

三

に

「

洛
の

四

条

磨
工

木
屋

氏
」

と

あ
っ

て

そ

の

書
き

入

れ

に

「

号

八

郎
兵
衛
称
沢
田

保
房
」

と

あ

る
。

こ

ち
ら

が

ふ

さ

わ

し

い

よ

う

に

思

う
。

森
口

氏

は

不

明
。
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○
こ

の

頃
か

ら
、

京
都
で

儒
書
講
釈
を

行
う

。

　

京
都
へ

戻
っ

た

懶
斎
は

、

市
中
で

儒
書
講
釈
を

行
っ

て

い

た

よ

う
で

あ

る
。

雨

森

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
マ

ご

芳
州
『

橘
窓
茶
話
』

に

は

「

余
童
艸
の

時、

米
川
儀
兵
衛、

中
村
迪
斎、

藤
井
懶
斎、

倶
に

経
学
を

以

て

京
師
に

教
授
す。

信
従
の

者
衆
し

」

（

原
漢
文
）

と

あ

る
。

雨

森

芳
洲
は

寛
文

八

年
（

一

六

六

八
）

生、

宝

暦
五

年

2
七

五

五
）

没、

八

十
八

歳
。

「

童
艸
の

時
」

は、

延
宝

期
（
一

六

七

三

〜
一

六

八
一
）

あ

た

り

を

指
す
事
に

な

る
。

こ

の

儒
書
講
釈
が

い

つ

ま

で

続
い

た

か

は

明
ら
か

で

な

い

が、

延

宝

六

年
（

一

六

七

八
）

に

米
川

操
軒
が

没

し、

貞
享
元

年
（

＝
ハ

八

四
）

に

中
村
揚
斎
が

伏
見
へ

転
居

し

た

事
な

ど

が

目

安
と

な

る

で

あ

ろ

う
。

延

宝
三

（

一

六
七
五
）

乙

卯

　
五

十
九

歳

0
春

、

『

北
筑
雑
藁
』

成
る

。

　

該
書
は

懶
斎
編
に

よ

る

漢
文
で

書
か

れ

た

筑
後
地

方
の

地
誌
で

あ

る
。

写

本
一

巻

一

冊
。

自
序
（
年
記
署
名
等
な
し

）

、

中
村
易

張
跋
（

延
宝
乙

卯
春
甲

辰
）

を

付
す

。

翻
刻
は

筑
後
遺
籍
刊
行
会
『

筑
後
地

誌
叢
書
』

（

昭

和
四

年、

菊
竹
金
文

堂
）

に

備

わ

る
。

　

久
留
米
市
民
図
書
館
に

は

三

本
を

蔵
す
る

が、

そ

の

全

て

に

頭
書
が

付
さ

れ

て

い

る
。

『

本
朝
神
社
考
』

な

ど

か

ら

の

引
用

が

主

で

あ

る

が、

口

向
神
に

つ

い

て

記

し

た

項
で

は

本
文
中
に

「

詩
三

四

章、

和
歌
数
首
有
り

。

余、

皆
之

を

忘
る
」

と

あ
っ

て、

こ

の

地

で

作
っ

た

詩
歌
を

失

念

し

た

由
が

記
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

に

対
し

て

頭

注
で

は

「

真
子、

日

向
の

神
に

題

す

る

詩
に

曰

く
」

と

し

て

漢
詩
二

首
を

挙
げ
て

い

藤

井
懶
斎
年
譜
稿

（

二
）

勝
又

　
基

る

の

は

興
味
深
い
。

懶
斎
が

去
っ

た

後
の

筑

後
の

地

で

書
き

加
え

ら

れ

て

行
っ

た

も

の

で

あ

ろ

う
か
。

な
お

こ

の

頭
注
は

諸
本
に

よ
っ

て

異
同
が

あ

る

が、

こ

の

う

ち
一

本
（

新
有
馬
文

庫
六

〇
六

三
）

に

は

「

于
時
宝
永
三

丙
戌

季
春
中
旬
依
尊
命
書
写

之
」

と

あ

る

の

で
、

宝
永
三

年
（

一

七

〇
六
）

ご

ろ

に

は

頭
書
が

為
さ

れ

て

い

た

と

推
測
さ

れ

る
。

　
自
序
に

は

「

余

将
に

病
を

以
て

帰
老
せ

ん

と

す
。

故
に

邦
内
の

山

川、

名
地、

故

事、

郷
俗
の

凡

そ

嘗
て

目

染
耳

濡
す

る

所
の

者、

妄
に

略
之
を

録
し

て

以
て

遺
忘
に

備
ふ

と

云
」

と

あ

り、

懶
斎
が

久

留
米
藩
を

致
仕
す

る

に

あ

た
っ

て

編
ん

だ

も

の

で

あ

る

と

分
か

る
。

『

久
留
米
市
史
』

第
二

巻
第
七

章
第
三

節
は

「

久
留
米
藩
最
初
の

地
誌
」

と

す
る
。

　
該
書
は

地

誌
の

体
裁
を

整
え

て

は

い

る

が、

筑
後
地

方
の

名
所
旧

跡
が

網
羅
的
に

挙
げ

ら

れ

て

い

る

訳
で

は

な

い
。

ま

た

説
明

も

故
事
来
歴

に

は

あ

ま

り

筆
を

費
や

さ

ず、

懶
斎
自
身
の

意
見
や

思

い

出、

そ
の

地

で

詠
ん

だ

和
歌
・

漢
詩
な

ど
が

多
く

記

さ

れ

て

い

る

（

慶
安
年
間、

明
暦
元

年
の

記
事
な

ど

参
照
）

。

つ

ま

り

多
く

の

人
々

に

供
す
る

地

誌
と

い

う
よ

り

は
、

懶
斎
の

個
人
的
な

思
い

出
を

地

誌
の

形
式
に

託
し

て

記
し

た

も

の

と

い

う
べ

き

書
物
で

あ

る
。

　
た

と

え

ば

童
男

草
女

こ

と

童
男

山
古
墳
（

福
岡

県
八

女

市
山

内
）

に

関
す

る

章
段

で

は、

自
作
の

「

童
男
草
女

弁
」

を

掲
載
す

る。

こ

こ

で

懶
斎
は

そ

の

意
義
に

つ

い

て

諸
説
あ

る

童

男

草
女

古
墳
に

つ

い

て、

「

冢
壙
」

す

な

わ

ち
墓
穴
だ

と

断
じ

る
。

そ

の

上

で、

上

古
の

風
儀
が

親
に

厚
か

っ

た

事
を

思
い
、

そ

れ

が

中
世
の

仏
教
に

よ

っ

て

薄
ら

い

だ

と

す

る
。

そ

し

て

今
日

か

ら

童
男
草
女
の

名
を

捨
て
、

孝
行
塚
と

す

べ

き

だ

と

論
じ

て

い

る
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

未
完
）
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